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非侵襲センシング技術を活用した人に優しい予防・在宅医療システム 

～光学的非侵襲型血糖値計の開発～ 

 

電子情報科 下村義昭、田尻健志、田中博樹 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 前村浩二、川崎英二、阿比留教生 

(独)理化学研究所 和田智之、小川貴代 

 

１．目的 

糖尿病患者は国内に８９０万人、その予備軍を含め２，２

１０万人以上にもなると言われ、深刻な国民病となっている。

糖尿病治療では採血による血糖値検査を行いながら、食事療

法、薬物投与による血糖のコントロールを行うが、１日数回

の採血に伴う苦痛や採血針による感染等の問題がある。また、

平成20年度から義務付けられた糖尿病などの生活習慣病の

予防を目的とした「特定健診・特定保健指導」では血糖測定

が重要となるが、予防目的での採血は現実的ではなく、非侵

襲型の血糖計開発は糖尿病の治療と予防にとって急務とな

っている。本開発では体外から光を当てるだけで血糖値の測

定を可能とする非侵襲計測技術を開発し、体重を計るように

気軽に血糖状態をモニターできる計測装置を目指す。 

 

２．内容 

本開発では近赤外光領域の光を生体に照射し、その散乱反

射光を 2 箇所で検出する TFDRS（図１）により生体組織中

のグルコース濃度を測定する手法を開発した。光を用いた血

糖計測では、生体による光散乱や血糖以外の組成が測定精度

に大きく影響する。一方、長崎県独自の TFDRS は①生体に

よる光散乱、②生体組成（脂肪、蛋白、水分等）、③生体の温

度変化の影響をそれぞれ低減・補正できる特徴を有する。 

 

３．結果 

TFDRSを用いた血糖の測定アルゴリズムや測定精度につ

いて検証した結果、指先などの部位で実用的な測定精度

（20mg/dl以下）が得られること（図２）、また測定に必要

な波長が数種類に特定できることを確認した。さらに、

TFDRSの他組成計測への応用としてヘモグロビン濃度やそ

の酸素飽和度の計測が可能であることも検証した（図３）。

今後は、実用化に向けた測定装置の小型・携帯化、ならびに

TFDRSの新たな医療診断ツールとしての水平展開を医工連

携により推進していく予定である。   
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図１ 非侵襲計測手法 TFDRS の概要 
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植物水分ストレスの非接触式計測装置の試作開発 

機械システム科 兵頭 竜二、入江 直樹

株式会社 メカトロニクス 立石 賢二、下野 聡久

１．目的 

 収穫果実の糖度は果実育成期間中の水分ストレス（樹体の渇き具合）の影響を受けるため、高品質

果実の生産では水分ストレスを指標とした適切な灌水管理が求められる。一方、樹木に水分ストレス

が与えられれば、緑葉の分光特性（葉色）に変化が現れることが知られており、その変化量から水分

ストレスの物理的な指標である水ポテンシャルを推定することも可能である。 

 そこで、果実栽培現場での活用を前提に、簡易に水分ストレスを推定する装置の開発を進めている。

その装置は、樹木赤道部と呼ばれる枝葉が最も繁って広がった部分の分光特性を横一直線状に走査し、

その結果から得られる樹木全体の平均の緑葉分光特性を使って、水分ストレスを推定するものである。 
 

２．内容 

 本研究では、樹木赤道部の分光特性の走査方法検討を主目的

とする“実験用試作機”と、現場での操作性検討を主目的とす

る“評価用試作機”の、２種類の装置を試作した。 

 実験用試作機（図１）は据え置き型の装置で、自動回転ステ

ージに取り付けられた光学系が向きを転回することで樹木赤

道部を走査する仕組みとなっている。この試作機を使用して、

樹木赤道部の分光特性から目的とする緑葉分光特性のみを抽

出する手法や、水分ストレス推定の可能性などを検討した。 

 評価用試作機（図３）は小型可搬型の装置で、使用者が向き

を変えることで樹木赤道部を走査する仕組みとなっている。こ

の試作機を用いて、実際に樹木赤道部の緑葉分光特性が取得で

きることなどを確認した。 
 

３．結果 

 図２は農林技術開発センター果樹研究部門の協力の下で行

った実験用試作機の圃場実験（平成22年度）の結果を示して

いる。縦軸は試作機で取得された緑葉分光特性から推定した水

ポテンシャル（Ψ）、横軸はプレッシャチャンバ装置で測定さ

れた水ポテンシャル（ψ）である。また、水ポテンシャル測定

に供したサンプル葉の分光特性を用いたものは灰色，試作機か

ら得られたものは黒色で表示している。この図から、

SEP=0.20（検量線評価時の残差の標準誤差）、r2=0.70であり、

概ね良好な関係が見て取れる。 

 図４は、評価用試作機を使って対象樹木の赤道部を走査し、

必要な緑葉分光特性のみを自動抽出した後の結果例である。こ

の取得結果から、緑葉分光特性の特徴が充分に捉えられてお

り、良好な分光特性が取得されていることが確認された。 

 これらのことから、評価用試作機でも高糖度果実の生産で必

要と言われている実用的測定精度（±0.2MPa）での水分スト

レス推定が可能と推察される。今後は、この評価用試作機を用

いた水分ストレスの推定実験と評価検証を行う計画である。 

 
図１ 実験用試作機 
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図３ 評価用試作機 
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プラスチック線ラセン化技術の開発 

機械システム科 入江直樹、兵頭竜二

粕谷製網株式会社 木下純一、酒見史朗

 

１．目的 

ラセン（螺旋）状の線材（図１）は、互いに編

み込むことにより独特な網目（図２）を形成し様々

な応用性に富む網を生み出すことができる。粕谷

製網株式会社では、プラスチック線を用いて、錆

びない、高耐久、耐薬品、軽量といった金網や化

繊網にない「耐久性があり、軽い」特長を有した

網を製造販売している実績を有する。本プラスチ

ック線をラセン状に成形し、互いに編み込んだプ

ラスチック製網を開発することにより更なる需要

開拓を期待できる。プラスチック線をラセン状に

成形する技術として、射出成形を用いた方法があ

るが、網を構成するプラスチック線は数十メート

ルに及ぶため、生産効率、コストの面で不利とな

る。本研究では、数十メートルに及ぶ直線状プラ

スチック線をラセン化可能とする曲げ加工を用い

た成形方法を提案する。 

 

２．内容 

 本研究のラセン化工程は、直線状のプラスチッ

ク線を加熱ユニットに送り、柔らかくなったプラ

スチック線に曲げ型を用いてラセン状の型を付け

る。その装置を試作（図３）し、ラセン形状の成

形精度と成形速度を評価した。 

 

３．結果 

 本曲げ加工を用いて直線状のプラスチック線を

ラセン状へ成形した場合、その成形精度は目標値

に対して、ラセン径：±0.2ｍｍ、ピッチ：±0.5

ｍｍ程度の誤差であり、成形速度：70ｃｍ／分程

度であった。 

 

４．謝辞 

本研究は、粕谷製網株式会社と工業技術センターが連携し、平成２１～２２年度（独）科学技術振

興機構「地域ニーズ即応型」にて実施した。 

 

 
図１．ラセン状プラスチック線 

 

 
図２．ラセン状プラスチック線から構成した網 

 

 

図３．ラセン化成形状況 
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アスパラガス収穫用ロボットハンドメカニズムの高度化 

機械システム科 入江直樹 

 

１．目的 

アスパラガスは長崎アスパラとしてブランド化を推進中

の農作物であり、長崎県では収益性の高さから栽培面積の

拡大が望まれている作物である。しかし、栽培面積の拡大

による収量の増加が期待される反面、収穫時にはアスパラ

ガス１本ずつに対して腰を曲げる動作を必要とするため、

品質・鮮度を保つために限られた時間の中での作業を強い

る収穫作業は重労働となるといった課題を抱えている。こ

れを受けて、工業技術センターでは、農林技術開発センタ

ー、県内企業と連携し、自動的にアスパラガスを収穫する

ロボットの開発を平成 19 年度から 21 年度の連携プロジ

ェクトとして取り組んできた。本研究では、ロボット機構

の高速化による収穫動作のスピードアップを目的としてい

る。  

 

２．内容 

 アスパラガス収穫用エンドエフェクタ、垂直スカラ型ロ

ボットアーム、日中においてもアスパラガスの位置検出を

可能とするレーザレンジファインダを使用した位置検出セ

ンサから構成するロボットハンドを設計、試作開発した（図

1、図 2）。実際の圃場において日中におけるアスパラガス

収穫実験を行い、その収穫スピードを評価した。 

 

３．結果 

 前作のアスパラガス収穫ロボットの収穫スピードは１

本あたり約 12.4 秒に対して、本研究の結果は 10.9 秒

であり、約 12％の時間短縮かつ日中における収穫作業

を可能とした。その収穫動作の所要時間を図 3 に示す。

今後は、アスパラガスの位置検出を行うセンシング動作

の時間短縮を行ってゆく予定である。 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

図.1 ロボットハンド設計図 
 

図.2 圃場における収穫実験 

図３ 収穫動作の所要時間 
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植物バイオマスを活用した熱硬化性樹脂の開発 
 

工業材料科 市瀨英明、瀧内直祐 

 

１．目的 

本県は、植物バイオマス（未利用天然資源）が豊富な地勢にある。しかし、その利活用については

十分とは言えないのが現状である。循環型社会構築の観点から、植物バイオマスを活用した環境調和

型材料の開発と利用技術の構築が望まれている。そこで、植物バイオマス、とりわけ未利用木材資源

に着目し、これを活用したプラスチック素材の開発を目指した。未利用木材（ヒノキ材）をフェノー

ルで加溶媒分解し、得られた液化木材を基材としてフェノール樹脂硬化成型体を試作した。また、液

化木材をバインダーとして、木質ボードを試作したので併せて報告する。 

 

２．内容 

鋸屑状ヒノキ材とフェノールの所定量を反応容器に

充填し、所定の温度で密閉状態にて反応させた。反応

終了後、未分解の木質部を除去することなく液化木材

として得た。液化木材に硬化剤（ヘキサメチレンテト

ラミン、HMT）を添加、金型封入し、熱プレスするこ

とにより硬化成形体を得た。また、液化木材に HMT

を 10 重量%外添したものをバインダーとして、これに

木材チップを混合（重量比：バインダー/木材チップ

=20/100）したのち、熱プレスして木質ボードを作製

した。 

 

３．結果 

ヒノキ材から得られた液化木材のうち、液化率が

80%を越えるものは、図 1 に示すように粘稠な黒色液

体だった。木材の液化反応温度が高いほど、また木質

原料に対するフェノールの添加量が多いほど、高効率

で液化することがわかった。 

 表1に液化木材を基材としたフェノール樹脂硬化成

型体の機械特性を示す。成型条件で比重を制御するこ

とで、市販のフェノール樹脂（成形品グレード）同等

の機械的特性を発現できることがわかった。 

また、液化木材に硬化剤を添加してバインダーとし

て木質ボードを試作した（図２）。種々の密度で木質

ボードを試作したところ、使用する液化木材の液化条

件によって、木質ボードの強度が変化することがわか

った。また、液化木材をバインダーに用いても、18MPa

以上の JIS 実用強度を実現することが可能であるこ

とを確認した。 

 

 

図１ 液化木材とその硬化成型体 

 

表 1 液化木材硬化成型体の機械的特性 

 試作品 
フェノール樹脂

（成形品ｸﾞﾚｰﾄﾞ）

比重 

 [g/cm3] 
1.25-1.50 1.37-1.46 

曲げ強さ  

[MPa] 
30.5-88.2 48.3-96.6 

曲げ弾性率 

[MPa] 
6800-9850 6990-8280 

ロックウェル

硬さ HRM 
105-120 100-115 

 

 
図２ 試作した木質ボード 
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新規海水浄化装置を用いた活イカ輸送システムの開発 

食品・環境科 大脇博樹 

電子情報科 堀江貴雄 

 

１．目的 

新鮮で美味なイカは、日本人が最も多く消費する水産物のひとつであり、イカ漁業は長崎県の地域

振興の重要な産業となっている。現在、イカを活かした状態でまとまった量を輸送する技術は確立さ

れておらず、活きたイカを消費できるのは水揚港周辺など地域が限定されていた。最近、陸上で魚類

を飼育する際に利用される従来技術を利用した首都圏への活イカ輸送が試みられているが、収容密度

２～３％で輸送するのが限界であり、輸送コストを考慮すると経済的に成り立たない。 

今回、長崎県で開発した新規海水浄化技術を用いて海水中のアンモニアを効率良く分解することで、

活イカの高密度活魚輸送が実現できる可能性があることから、長崎県で漁獲される美味で高級なイカ

を首都圏へ安定的に出荷できる体制を構築することを目

指して研究開発を行った。 

 

２．内容 

 本事業では、「①イカを集荷するための蓄養技術の開

発」、「②高密度輸送技術の開発」、「③輸送後の蓄養技術

の開発」の 3 つの開発を行った。今回の報告会では、主

に「②高密度輸送技術の開発」について報告する。 

 アンモニア濃度と次亜塩素酸濃度の自動測定装置と、

その結果をもとにして新規海水浄化装置を自動で制御す

る装置の開発についてと、活イカ輸送装置の試作開発お

よび輸送試験結果について報告する。 

 

３．結果 

 自動測定したアンモニアと次亜塩素酸の濃度をもとに

して、新規海水浄化装置を自動で制御する自動制御装置

を試作し、活イカ輸送に使用する上で十分な能力を有し

ている事を確認した。 

 活イカ輸送試験では、本事業にて開発した活イカ輸送

装置（図1）を使用して、当初目標としていたケンサキ

イカ5％、アオリイカ10％と高い収容密度で、東京都築

地市場と福岡市までの輸送（図2）を成功させた。 

 

 なお、本研究開発は、平成21～22年度の経済産業省 地域イノベーション創出研究開発事業「新規

海水浄化装置を用いた活イカ輸送システムの開発」にて実施したものです。 

  プロジェクトマネージャー：高柳成勝（長崎県漁業協同組合連合会） 

  管理法人：財団法人 長崎県産業振興財団 

  研究体：長崎県漁業協同組合連合会、株式会社 古川電機製作所、株式会社 西日本流体技研、 

      長崎県総合水産試験場、長崎県工業技術センター 

図 1 200L スケール活イカ輸送装置 

 図２．活イカの水揚げ作業 
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海水魚の閉鎖循環型大規模陸上飼育システムの構築 

食品・環境科 大脇博樹 

 

１．目的 

 付加価値の高い新魚種の種苗生産や養殖には閉鎖循環型陸上養殖が不可欠となってきているが、従

来型のシステムではコストや性能的に成立が困難であり、新しい養殖システムが求められていた。 

当センターでは、以前より海水魚の陸上飼育の際に問題となる窒素成分を蓄積しない海水浄化システ

ムの開発を行い、海水魚の陸上飼育や活魚輸送に利用出来ることを立証してきた。 

 本研究開発では、海水魚の大規模な閉鎖循環型陸上飼育を実現するにあたって問題となる可能性の

高い、飼育海水への二酸化炭素(炭酸)の蓄積に対する解決策として、海水電解を利用した海水からの

脱炭酸技術の開発を目指した。 

 

２．内容 

 養殖現場では、海水から二酸化炭素を除去するた

めに曝気が行われる場合が多いが、海水のｐHが高

いために二酸化炭素の除去量は僅かな量でしか無い。  

 本研究開発では、水中の二酸化炭素の平衡状態を

考慮し、海水のｐHを変化させることによって曝気

による二酸化炭素除去効率を高くすることを目指し

た。海水を電気分解することにより、陽極側海水の

ｐHは低くなり、陰極側海水のｐHは高くなる。電

解装置の構造を最適化することで、効率よく陽極側

酸性水を単離し、その陽極水に曝気することで二酸

化炭素を除去する試みを行った。 

 

３．結果 

 塩酸にて所定のｐHに調製した濾過海水に曝気し、

溶存する二酸化炭素量を定量して、その変化を追跡

した（図1）。その結果、ｐHが低いほど二酸化炭素

の除去効率は高く、少なくともｐH 7以下でなけれ

ば実質的に二酸化炭素は除去されないことが確認さ

れた。また、曝気による二酸化炭素の除去により、

海水ｐHが高くなることも確認された。 

 濾過海水を所定の濃度の塩酸で滴定し、二酸化炭

素を除去するために必要な酸量を決定した（図2）。 

その結果、海水浄化装置としてアンモニアの除去に

必要となる電気量に相当する電流値での海水電解に

より生じる酸の量で、二酸化炭素の除去に対応可能

であることを確認した。 

 本研究開発で開発した電解槽を利用して濾過海水

の電解実験を行い（図3）、陽極側から単離された海

水のｐHが、二酸化炭素除去が可能なｐHとなるこ

とを確認した。 

 
図 1 ｐH の異なる海水の曝気による 

溶存二酸化炭素量の変化 

 
図 2 濾過海水の滴定曲線 

 

図 3 濾過海水の電解実験 
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ツバキの新機能活用技術及び高生産性ツバキ林育成技術の開発 

～新搾油法による高機能ツバキ油の開発～ 

食品・環境科 松本周三、玉屋圭 

１．目的 
長崎県のツバキ油は全国１、２位を争う生産量で、そのほとんどは五島地域で生産されている。

地元自治体の振興計画には「ツバキによる地域振興」が謳われており、ツバキ関係のボランティア
団体が設立・活動する等、ツバキを使った地域活性化の気運が高まっている。このようななか、ツ
バキ製品の開発やツバキ林生産性向上技術など試験研究への要請が強くなっている。そのため、
2005 年度から３年間、「ツバキの新用途開発やツバキ林の育成技術開発」に産学官連携のチーム
を作り取り組んできた。急激に過疎化・高齢化が進む離島地域の振興に寄与することを目的に、こ
の研究を 2008 年度からさらに進展させ、１．新搾油法による高機能ツバキ油の開発 ２．ツバキ
葉及び花弁の高度利用技術の開発 ３．高生産性ツバキ林誘導技術の開発に取り組んできた。これ
らのなかから、新搾油法による高機能ツバキ油の開発について発表する。 

２．内容 
アンケート調査結果からツバキ油の使用を阻害する要因が、独特の臭気とべたつき感であること

がわかった。この問題を解決するため、製造においてどの段階で臭気が発生するかを調べた。その
結果、加熱処理の段階で油の臭気が強くなることを明らかにした。また、同時に若年層に敬遠され
がちな油の黄色も加熱処理により強くなること
を明らかにした。これらの結果を基に、これま
での五島地域での製造法と異なり、加熱工程を
入れず、且つ地元で製造可能な非加熱搾油法を
研究、開発した。 

また、この方法で製造したツバキ油のにおい
について官能検査をおこなうとともに、におい
識別装置及びGC/MSによる分析をおこなった。
さらに、べたつき感のアンケート調査をおこな
った。 

さらに、高品質化に重要な保存試験を原料及
び製品でおこない、種子のカビ発生率、水分含
有率、製品の酸価の変化などを調べた。 

３．結果 
  非加熱のツバキ油は特別な脱臭工程なしで、

臭気指数（臭気濃度を感覚量に変換した値）が
4 程度、官能的には 25%程減少させることが
できた。また、不快臭の要因になっているにお
い成分が、脂肪酸の分解物であるヘキサナール
やノナン酸であることも明らかにし、それらの
値も蒸したものに対し 50％以上減少させるこ
とができた。b*値（黄色度）に関しても、脱色
することなく、その値を加熱したツバキ油の半
分以下にすることができた。さらに、試作品は
80%以上のモニター（対象者 117 名）からべ
たつき感が気にならないという回答が得られた。 
 保存試験については、秋に採取したツバキ
の種が、梅雨時を境にカビの発生が増え、品
質の指標となる酸価も上昇することを明らか
にし、高品質化のための有用なデータを得た。 

（謝辞） 
本研究は、平成 20～22 年度 農林水産省 新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業とし

て実施した。 

  図 1 ツバキ油の臭気寄与率及び臭気指数
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茶葉とびわ葉を原料とした 

高機能性発酵茶の新機能解明と実用化に向けた研究 
食品・環境科 主任研究員 玉屋圭 

 

１．目的 

長崎県産の未利用資源であるビワ葉と緑茶番茶を原料として、揉捻及び酸化発酵を行うことにより、

味、風味に優れた新しい発酵茶を開発した。これまでの検討により、本発酵茶が優れた中性脂肪低下

作用を有することが明らかになっている。そこで本研究では、発酵茶に含有される関与成分を明らか

にすることを目的として、膵リパーゼ阻害性を測定した。 

 

２．内容 

本発表では工業技術センターで担当した検討項目を中心に報告する。 

 発酵茶の熱水抽出物を調製し、4-methylumbelliferyl oleate を基質とするリパーゼ阻害活性測

定 (酵素; ブタ膵臓由来リパーゼ (type Ⅵ-S))に供し、本発酵茶の阻害性を検討した。 

 発酵茶に含まれるリパーゼ阻害成分を特定するために、各種カラムを用いて分画物を調製し、阻

害性の評価を行った。 

 標準試薬を用いて、カテキン及びテアフラビンのリパーゼ阻害性を測定した。 

 

３．結果 

 本発酵茶は高いリパーゼ阻害性 (IC50; 13.6 ・ g/ml)を示し、これまでに脂質代謝改善作用の

報告が多くなされている緑茶 (9.9 ・ g/ml)とほぼ同等の活性を有していることが明らかとなっ

た。 

 各種カラム分画物の阻害性の評価を行った結果、優れた活性を示したのは、カテキン、テアフラ

ビンなどを含む低分子ポリフェノール画分 (18.7 ・ g/ml)、テアルビジンを主に含有する高分

子ポリフェノール画分 (9.4 ・ g/ml)であった。 

 カテキン及びテアフラビンのリパーゼ阻害性を測定した結果、ガロイル基を有するものが高い活

性 (EGCg; 0.59、Theaflavin 3,3'-di-O-gallate; 0.56 ・ g/ml)を示した。 

以上の結果から、本発酵茶に含まれる緑茶由来のカテキン、その酸化生成物であるテアフラビン並

びにテアルビジンが中性脂肪の低下に関与していることが示唆された。また、本発表では実験動物を

用いた発酵茶の中性脂肪低下作用に関する結果も報告する。 

 

なお、本研究は連携プロジェクト研究として、農林技術開発センター (中核機関)、工業技術センタ

ー、長崎県立大学シーボルト校看護栄養学部、長崎大学大学院医歯薬総合研究科、九州大学大学院農

学研究院が参画して、平成 20 年から 22 年まで実施した。本研究で開発された発酵茶は、ながさき

高機能発酵茶普及促進協議会から、商品名「ワンダーリーフ」として販売されている。 

 

 

 

 

 

 

 
商品化された発酵茶「ワンダーリーフ」 
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アコヤ貝真珠層タンパク質を配合したスキンケア商品の開発 

 

食品・環境科   晦日房和 

長崎大学水産学部 原 研治 

広島大学薬学部  杉山政則 

株式会社 舞椿  中山幸男 

 

１．背景及び目的 

長崎県の真珠生産量は９トンで全国第 1 位（平成２０年）であり、真珠養殖に用いられるアコヤ貝

の数は２０００万貝を超える。その結果、養殖後に排出されるアコヤ貝の貝殻は５００トン以上にの

ぼり、その大部分は廃棄処分され、資源としての有効活用が課題となっている。そこで、本研究では、

未利用資源のアコヤ貝貝殻を有効利用するため、貝殻真珠層の機能性及び安全性を調べ、スキンケア

商品への応用に取り組んだ。 

２．研究内容 

・アコヤ貝真珠層の微粉末化及び真珠層タンパク質の調製 

・真珠層微粉末及び真珠層タンパク質の機能性評価 

・真珠層微粉末の規格試験、安全性評価 

・スキンクリームの試作及びその評価 

３．結果 

アコヤ貝真珠層の成分を調べたところ、炭酸カルシウムが約９５％、タンパク質が約２％存在する

ことが判明した。 

機能性の評価のために、真珠層を塩酸処理して取り出した酸可溶性タンパク質と酸不溶性タンパク

質、それに１ミクロンの真珠層微粉末の３サンプルを調製した。シミの原因となるメラニン生成を抑

える抗酸化作用の測定は、DPPH ラジカルの消去能を指標に測定した。真珠層の酸可溶性及び酸不溶

性タンパク質を用いて調べた結果、どちらも DPPH ラジカルを消去することから抗酸化作用がある

ことがわかった。さらに、真珠層微粉末だけでも同様に抗酸化作用があることも判明した。 

真珠層からタンパク質を取り出すには、時間・手間の割に収量が少ないなどの課題があるため、真

珠層粉末を直接使用すると操作が容易にできる。そこで、１ミクロンにした真珠層微粉末の医薬部外

品原料の規格試験、動物を用いた安全性試験で確認し、同粉末を配合したスキンクリームを試作した。

なお、試作品のアンケート調査を実施したところ、使用感が良いと好評であった。 

        

写真１．アコヤ貝稜柱層（左）、             写真２．試作品のスキンクリーム 

アコヤ貝真珠層（中央）、研磨した真珠層（右） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県工業技術センター 

〒856-0026 長崎県大村市池田 2-1303-8 

TEL 0957-52-1133  FAX 0957-52-1136

http://www.pref.nagasaki.jp/kogyo/ 
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